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「交通メインのチケット」の内、複数路線を跨いだチケットの販売は好調 (2024年4-10月実績)

複数路線を跨いだチケットの造成 ≪チケット事例≫

965枚 748枚 523枚 165枚 88枚 31枚
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参考）福井・石川に跨るチケットの販売枚数も好調 (2024年4-10月実績)

複数路線を跨いだチケットの造成 ≪チケット事例≫

1,332枚 709枚
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・まちめぐり実行委員会
・富山マラソン実行委員会
・富山my route推進協議会
＝事業者が検討した結果、

■まちめぐりとやま
■富山マラソン

の成功

■地域交通サービス
■my route

の利用促進

＝双方の需要の掘り起こし

⇒半額キャンペーンを実施

2016年から富山県庁が音頭をとって発売開始
2022年10月からmy route上でデジタルチケット化
⇒利用者にとっては便利でお得感のあるチケットであり、自治体の旗振りがあってこそ実装されたチケット
⇒事業者の企画立案により、11/2㊏～4㊊ 利用分は半額キャンペーンを実施し、移動創出を図る（今年で３年目）

複数路線を跨いだチケットの造成 ≪普及拡大企画事例：半額CP版とやま1日乗り放題きっぷ≫
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複数路線を跨いだチケットの造成 ≪普及拡大企画事例：半額CP版とやま1日乗り放題きっぷ≫

県外が17.7％（北陸、関東、関西が多め） ＝ 県外ユーザー向けの普及拡大は伸びしろあり
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複数路線を跨いだチケットの造成 ≪今後の施策≫

■まずは交通事業者様にとって販売しやすい仕組みづくり

➀チケット精算業務の軽減（来年度から実装）
現在） チケット販売事業者が各交通事業者への精算業務を月次で作業
目指す姿） my route側で各交通事業者へ一括精算

②ユーザーの乗車実績に応じたチケット売上配分（中長期的に継続検討）
現在） 事前に決められた額に応じて配分
目指す姿） ユーザーの乗車実績に応じて配分

＝ユーザーも「便利」「使いやすい」 と感じるチケット組成へ



他分野と連携した企画切符の造成
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●地域プロスポーツチーム

カターレ富山と連携し、デジタルチケットを実装

＜移動＞
富山駅 ～ 総合運動公園
臨時バス、路線バスで利用可能な往復チケット

＜クーポン＞
・試合会場：スタジアムグルメ割引
・富山駅：商業施設（マルート等）クーポン券

試合前後のお得感や嬉しさもセットになったデジタルチケットで公共交通機関を使った移動創出を図る。

＜プロモーション＞
9月14日のホーム戦では会場でブース出展。ハーフタイム
には会場大型ビジョンにてチケットPRを実施。残りのホーム
戦でも来場者にはPRチラシを配布。



他分野と連携した企画切符の造成
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●ファミリー層向け

子育て応援マガジン「はっぴーママ」と連携し、ファミリー向け企画・チケットの造成を計画

＜調査＞
・モニターツアーを実施し、ママ・パパにデジタルチ
ケットを利用してもらい体感

公共交通機関を使って、お子さまも楽しく移動できるような企画とチケットを計画中。

＜企画＞
・座談会を実施、ママ・パパの声を収集
・LINEアンケートも発信し、チケットや企画の案を収集

＜プロモーション＞
・モニターツアーや座談会の様子を冊子でもPR
（保育園 等に無料で配布される冊子）



他分野と連携した企画切符の造成
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●サウナ（温浴施設）との連携

日常的に利用されるサウナ（温浴施設）を目的地に、公共交通機関を利用することでお得に堪能でき
るチケットや企画を検討。またサウナ情報誌（全国向け）と連携して全国サウナーへの発信、県内事業
者にも協力いただき情報発信をすることで認知・利用拡大も図る。

公共交通機関を使ったウェルビーイング向上につながる企画とチケットを計画中。

＜検討中＞
●デジタルチケットの検討（交通事業者ならびに協力施設）
●プロモーションの検討（サウナ情報誌のHPで全国へ発信、サウナ、サケ、サカナの魅力を発信 等）
●イベントの検討（屋外でのテントサウナ、サ飯の提供 等）

1 ●アルコールを楽しめる

サウナ後のアルコールを楽しみに
している方へ

●移動中のリラックス

電車・バスでの移動中は、読書
や音楽鑑賞など、リラックスでき
る時間を過ごすことが可能

4
●環境への配慮

公共交通機関を利用することで
環境負荷の低減に貢献

＜公共交通を利用するメリット＞



公共交通の仲間づくり
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●富山北部高校との企画

公共交通の利用増と賑わいづくりへの貢献を目的に、学生主体で考えた企画を実現・サポート

＜2023年＞
・沿線近くのカフェ・観光スポットを対象にデジタルラリーを実施
・オリジナル交通チケットの造成

沿線近くの施設や関係者にも協力いただき、公共交通を利用
した企画を実現。目的地と移動を組み合わせることで県民の移
動創出にもつながる。

2023年 2024年

＜2024年＞
・市内電車の駅に問題を設置した謎解き・クイズの旅
・回答用紙には各駅近くの飲食・観光情報のQRを貼付

富山県民のウェルビーイング向上と地域交通を利用した移動創出に貢献するため、
スポーツチームや商業施設などと連携した企画チケットの造成や仲間づくりを進めていく。
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地域交通の活性化に向けて

●広範な需要をカバーする汎用性の高い
（複数路線乗り換え可能な）チケット

※交通事業者の協力が必要

＋

●目的地（県内施設・地元店舗）目線での魅力的なチケット

※地域事業者の協力が必要

これらを利用者目線（子育て世代、産学連携 等）で企画し、関係者を
増やしていく
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